
  

   

  

 

  

  

 

  

   

                                                   

 

 

  

  

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

  

電話/FAX ０８９７-５７-７２４８ 

 
  

   

「さ く ら」  
   

 令和４年度中は皆様にたくさんお世話になりました。心より深く感謝いたします。 

５年度も氷見交友会館をよろしくお願いいたします。今回季節に合う題名を先に決めました。 

６年生の社会科の最後の授業だったと記憶
き お く

しています。「現代の人権課題」について、どういった

課題があるか、そのことをどう思うかなど、子ども一人一人から意見を出しあいました。どういう流

れでそうなったのかは、とんと覚えてないのですが、ドラえもんの道具で現実にあってほしいものは

何か、という話題になりました。挙手
きょしゅ

投票
とうひょう

の結果、その学級の１位は、「どこでもドア」でした。そこで、

これが現実にあれば、どんな生活になるだろうか、よい点と問題点について話し合いました。出され

た意見はこうでした。どこでもドアがあれば、いつでも、どこへでも自由に行くことができ、しかも、時

間もお金もかからない。誰もが、きっと楽しい生活が送れる、などなど。問題点は、一つも出ません。

「どこでもドア」が実現することを本当に希望するか、と聞くと、全員が手をあげました。私は、「どこ

でもドア」の実現化に反対意見はないのか、再度問いました。が、子どもたちの頭の上に、???がラ

イオンのたてがみのように浮かんでいました。 

そこで私は、子どもたちに次のことを伝えました。「あなたたちは、大きなことを見落としています。

どこでもドアを使うのは自分だけではないのです。どこでもドアが現実にあれば、どこかの誰かが、

いつ、あなたの家の中、部屋やふろ場、どこにやって来るか分かりません、知らない人に知らない所

へ連れていかれるかも分かりません。みんなのプライバシーだけではなく、命も守れないことになる

のです。それでも現実にあればいいと思うのですか。」???が頭の上から消え、沈思
ち ん し

黙考
もっこう

する子ど

もたち。数分後、静けさを破
やぶ

る一人の声「先生、今すぐ、どこでもドアおことわり運動をせんといか

ん。」その意見に全員が賛成
さんせい

、私は話を続けました。「以前に説明した『身元
み も と

調査
ちょうさ

おことわり運動』の

ことをよく覚えていましたね。人の家のことを、本人の知らない間に調査
ちょうさ

をして、知らない間に勝手
か っ て

な評価
ひょうか

をするのですから、恐
おそ

ろしいことです。どこでもドアは、幸いにも現実にはありませんが、残

念ながら『人権
じんけん

侵害
しんがい

につながる身元
み も と

調査
ちょうさ

』は現実にあるのです。」 

（※右ページに続く） 

このあと、日本の人権課題に戻り、意見を出し合いました。これまで点々と学んできた様々な人

権課題を繋
つな

げながら振り返りました。黒板
こくばん

に書かれたその人権課題を前にした子どもたちは、深く

考えました。これら一つ一つの課題と自分がどうかかわっているのか、これらを解決していくため

に、自分たちの何を変えていかなければならないのか、子どもたちは、深く考えました。終業
しゅうぎょう

の時刻
じ こ く

近くになったとき、一人の女の子が立ち上がり、「先生、いったい、私は何をすればいいんですか。い

くら考えても何も出てきません。」と言い、両目から出た大粒の涙が、あごで一つになって机に落ち

ました。その涙を見て、私は「あなたは、何も出ないと言ったが、解決したい思いが涙になって出て

います。それが、あなたの意見です。」と言いました。窓から外を眺
なが

めると、校庭の端
はし

っこに 

サクランボの花がちらちらと咲いていました。やがて実
み

に成
な

る花が、教室にも咲きました。 

以上、曽我部研二でした。 

どなたでも来ていただけます。 

会館へ来ておしゃべりしたり、本を読んだ

りしてすごしませんか？ 

ちょっとしたお菓子とコーヒーを準備して、

みなさんのお越しをお待ちしています。 

4月のふれあい喫茶は・・・ 

4月 18日（火） 

13：30～15：00 

暖
あたた

かくなってきました。そろそろゴキブリも

出始める季節です。ゴキブリが活発
かっぱつ

に動き

始める前に、ホウ酸団子を置いておくとい

いそうですよ。今回は、左記の日程で、ホウ

酸団子を作ります。参加費は無料ですが、

申し込みが必要です。参加をご希望の方

は、お早めに氷見交友会館（0897-

57-7248）までご連絡ください。 

【日時】 ４月27 日（木） 

10：00～11：00頃 

【会場】 氷見交友会館 調理室 

【準備物】 マスク・エプロン・タオル 

【定員】 １5 名程度 （先着順） 



 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 1   休館日 

  

2   休館日 3 4 5 6 7 8   休館日 

 生き生き健康体操 
13:00～ 

 絵手紙教室 
13:30～15:30 

協力委員会総会 
11:00～ 

石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

 歌謡教室 
13:30～15:30 

     

 楽書教室 
13:00～16:00 

     

9  休館日 10 11 12 13 14 15  休館日 

 人権を考える日      

きずなの会(旧老友会) 
10:00～ 

 健康管理巡回相談 
10:00～12:00 

ひまわり会 
10:00～11:30 

茶道教室 
13:30～15:30 

書道教室 
9:30～11:30 

防犯協会総会 
19:00～21:00 

  裂織サークル 
13:00～16:00 

  石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

       

16  休館日 17 18 19 20 21 22  休館日 

 歌謡教室 
13:00～15:00 

ふれあい喫茶 
13:30～15:00 

絵手紙教室 
13:30～15:30 

 石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

 楽書教室 
13:00～16:00 

 ヨガ教室 
13:30～15:00 

   

       

23  休館日 24 25 26 27 28    29   休館日 

           昭和の日 

  裂織サークル 
13:00～16:00 

ひまわり会 
10:00～11:30 

ホウ酸団子作り 
10:00～11:00 

福寿草（書道） 
9:30～11:30 

 

    茶道教室 
13:30～15:30 

石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

     華道教室 
14:00～16:00 

 

30   休館日  

  

  

西条市氷見交友会館 

住   所： 〒793-0072 西条市氷見乙1722番地 

：  

： himikoyukaikan＠saijo-city.jp 

：  

 ※ 土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始は閉館しています。 

今年度もお世話になりました  ～第３回協力委員会総会～ 
 

２月 21 日（月）19 時、本会館で表題の総会が開かれました。議題は今年度の行事実

施状況や会計報告、来年度の行事予定（現時点）についてでした。その主なものは、〇

５回予定していた人権・同和教育講演会のうち２回が感染症
かんせんしょう

拡
かく

大防止
だ い ぼ う し

等のために中止

になったこと。〇土曜開催となったふれあい祭りの課題
か だ い

や改善点
かいぜんてん

。来年度も土曜開催と 

なること。でした。協力委員の皆様には、交友会 

館事業の運営等に、真摯
し ん し

に協力をしていただき、 

こころより感謝申し上げます。  
 

避難訓練をしました 
 

防災
ぼうさい

訓練
くんれん

を行いました。２月 24 日（金）11 時、西条東消防 

署より消防隊員３名に来ていただき、地震と火災発生を想定
そうてい

し 

た避難の様子を見ていただき、指導を受けました。指導を受け 

たことは、〇地震後の火災を想定
そうてい

して 119 番通報を行いまし 

たが、地震後は、回線
かいせん

の制限
せいげん

がかかり通話ができなくなるので、 

自助
じ じ ょ

・共 助
きょうじょ

で対応
たいおう

すること。〇やけどの恐れが高いので、揺
ゆ

れ 

ている間はストーブを消しに行かないこと。〇地震の際は、とにかく頭を守ること。で

した。その後、AED の正しい使用方法について講習を受けました。〇オレンジ色の AED

機器の場合、ふたを開けると自動的に音声が流れ、その指示に従って行動するとよい。

〇パッドは粘 着 力
ねんちゃくりょく

があるので１枚ずつはがして貼
は

ること。〇AED は、心臓の震えを取

り除くものであり、それが必要かどうかは AED が判断
はんだん

する。電気ショックによりその

震えを取り除くことができても、心臓を動かすには、胸 骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

（心臓マッサージ）が必

要。そのリズムは AED の音に合わせるとよい。などでした。大切なことをたくさん確

認ができました。額
ひたい

に汗をかき熱心
ねっしん

に御指導くださいました消防隊員の皆様、ありがと

うございました。 

 
 

※来館の際は、事前の検温と入り口での消毒をお願いします。また、発熱、発熱

がなくても体調の悪い方は、入館をご遠慮ください。原則、マスクの着用につ

いては、各自の判断とします。ご協力をお願いします。 


